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今世紀 に入 って世界 はます ます激動 の時代 を迎 えてい る。社会構造 の大胆 な変革

要求 に、誠実 かつ勇敢 に取 り組 まなけれ ばな らない。逃避 と惰 性か らは再生や変身

を期待す ることはで きない。

我 が 国は、長期 にわた る経 済低 迷か らの脱却 を突 貫工事で敢行す るこ とで、 よ う

や くに経済の再生 を達成す るまで に至 った。最近 の動 向を見れ ば、経 済の再生か ら

い よい よ教育 の再生 とい うよ り根源 的 な課題 にパネ ル ・チ ェ ンジ してい るよ うに思

われ る。 そ の背景 には、国民の側 に 自己 と国家 のアイデ ンテ ィテ ィー を再発 見 ・再

開発 し、内面 の豊 か さと人 生の誇 りとい う新 しい価値創 造 を成 し遂 げ るためのパ ラ

ダイム ・シフ トが認識 され る。

教 育 の再生 は、初等教 育、 中等教育 さらには高等 教育のそれぞれ の領域 で達成 さ

れ なけれ ばな らないが、 ここでは高等教 育後期 の大 学にお ける再生 の試み につ いて

考 えてみたい と思 う。1991年 の大学設 置基準 の大綱化 において、従来 の教養 と専門

の垣根 が大胆 に取 り払 われ た こ とに伴 って、 どの大 学で もよ り専 門性 を高 め る方 向

で教 育体 系が再編成 され た。 その結果 、教育単位 であ る学部学科 の教育 内容 の独 自

性 が強 ま り、また、教育指導上 の壁 が高 くな った。

その時点での教育改革 か ら15年 が経過 した。 この間、 リーダー シ ップ不在 の国家

統治 の も と、我 が国経済 は長期低迷 の 中を さまよい 、様 々な構 造的問題や制度 的課

題 が明 らかになった。結 局、 この よ うな時代 状況の もとで強 く求 め られた こ とは、

国民一人ひ と りの高い知性 を確保 し、安 定 した価値観 を形成す る とい うよ り根源的

な ものであ る。 この経 験 の蒸 留 に よって、教育の再生 に期待す るこ とになった。大

学 にお け る教育 の あ り方 も、大学法人 の生 き残 りをかけた競争環境 の 中で 、厳 しく

追求 され なけれ ばな らない。

第1に は、大学教 育に対 す る我 が社会 の切 実な期 待 に対応 し、同時 に、学生諸君

の 目的意識や基礎 学力 の実態変化 に照 らせ ぱ、学部学科 の専 門分野 を指導強化す る

教 育体系 に一定 の修正 を加 えるこ とが求 め られ てい る。 専 門教育実施 の基礎 前提 と

して、 あるいは専 門教 育効果 の ドライバー と して、学生諸君 の知性 の ファンダメン



タル ズ を高 める ことに振 り子 が動 き出 したので ある。

例 えば、神 奈川 大 学お よび経 営学 部 で入 学後 の初期 教 育 と して実施 され てい る

FYS(フ ァー ス ト ・イ ヤー ・セ ミナー)や基礎 演習、外 国語教育 のプ レースメ ン ト・

テ ス ト導入 とクラス別編成 、情報教 育の実践教育や分野別 の入 門 ・基礎 教育な どは、

学生諸君 の学修 イ ンフラ としての教育 プ ログラムで ある。 あ るいは、学部 学科共通

の基礎教 育 として、諸科学分野 の知識 と技能 をバ ランスよ く修得す るカ リキ ュラム

の編成 に よ り、高度知識 社会 に生 き る学 生諸君 の知性 や教養 を高 め る教 育の各種取

組み を指摘す るこ とがで きる。

第2に は、異 なる専門分野間の共通領域の発 見 と開発 による新 しい教育領域 の形成

によって、現代社 会の求 める人材 の養 成 と学生諸君 の潜 在能力(ポ テ ンシャリテ ィー)

の開発 に取 り組 む こ とが求 め られ てい る。 これ は、一方で 、人文科学 、社会科 学お

よび 自然科 学の各分野 に共通す る領域 を発見 して1つ に体系化す る試み と、他方 で、

これ らの学 問領域 の外延 が 内発 的に拡大 し、融合 的 に新 た な教育領 域 を生み 出す方

式の2つ の形態 が考 え られ る。

最近 、 この面での試 み は、い わゆる文理融合教 育 として の開発可能性 を探 る教 育

人の間 で、活発 に議論 されデザイ ン され てい る。例 えば、情報教育 の領域 での文理

融合、環境経営 の領域 での文理融合、..工 学 の領域 での文理融合 、統計処理 の領

域での文理融合 、研 究開発 の領 域 での文理融合 、地域経 営 の領 域 での文理融合 、都

市計画 の領 域 での文理融 合な どを取 り上 げる こ とがで きる。

教育 の再生 は、昼夜敢行 の突貫工事 とい うわ けにはいか ないが、時 間に余裕 があ

るわ けで もない。 特に関係者 の知恵 と経験 と時間を集 中的 に投 入す る ことで、 よ り

適切 な教育再生 プ ログラム を構 築 し実践 に移 され なけれ ば な らない。大学 の経営環

境 はます ます厳 しくなってい るが、大学教育 の構造 的 ・制度 的改革 に果敢 に取 り組

む こ とを怠 ってはな らない。


